
2019年度 

兵庫県の海を海ごみから守る活動 活動報告書

ひょうご瀬戸内ごみゼロ青年団実行委員会



瀬戸内海から多大な恩恵を受けている兵庫県、漁業だけでなく産業としても無くならない瀬戸
内海を海ごみから守るために「ひょうご瀬戸内ごみゼロ青年団」を結成しました。
地元のイベントと連携し、アーティストとのごみ拾いやごみ拾いの後に海ホタルを放流するな
ど、楽しく参加できるごみ拾いイベントを多数実施しました。また、海ごみ問題の啓蒙ムービ
ーを作成して上映会、幼稚園児たちへ海ごみ紙芝居、野外イベントでは試飲するプラスチック
カップを環境にやさしい再生可能なエコカップにするなど、ごみ拾いをするだけでなく、海ご
み問題についても学んでもらいました。事業の最後は、継続的な取組みになるよう成果共有と
課題をみつける会議を実施。

仲間と楽しくごみ拾い ! 地元イベント ・ 企業と連携して海をキレイに !

実施日 事業名と内容 場所

うみぞら映画祭 2019（ごみ拾い、結成式、啓蒙映像上映）

ホンダビーチクリーン活動（ごみ拾い、海ごみ紙芝居）

連合兵庫淡路地域協議会清掃活動（ごみ拾い）

西淡中学校清掃活動（ごみ拾い）

根上がり隊（ごみ拾い）

AWAJI  BEACH  YOGA（ごみ拾い） 

ジャパンビーチバレーボール南あわじ大会ビーチクリーン（ごみ拾い）

阿万小学校少年少女スポーツ育成会（ごみ拾い）

第 18 回 Kobe Love Port みなとまつり（ごみ拾い）

カンパイ KOBE2019（ごみ拾い）

海ホタル放流会＆ビーチクリーン（ごみ拾い）

仮面ライダー特別先行上映会（ごみ拾い）

兵庫県洲本市大浜海岸

兵庫県洲本市大浜海岸

兵庫県南あわじ市慶野松原

兵庫県南あわじ市慶野松原

兵庫県南あわじ市慶野松原

兵庫県南あわじ市慶野松原

兵庫県南あわじ市慶野松原

阿万海水浴場

神戸市メリケンパーク

神戸みなとのもり公園

兵庫県南あわじ市慶野松原

湊地区公民館付近

5月 25 日～ 26 日

5月 30 日

6月 2日

6月 6日

6月 16 日

6月 8日、6月 22 日

6月 30 日

7月 6日

7月 14 日～ 15 日

8月 3日

8月 10 日

9月 4日

年間事業スケジュール

事業概要

うみぞら映画祭 （海ごみ問題の上映会） ホンダビーチクリーン （海ごみ紙芝居） カンパイ KOBE （エコカップ試飲）



うみぞら映画祭 2019 ～海と日本 大浜ごみ拾い～

実施日 5 月 25、26 日

洲本市大浜海水浴場

3200 人

イベント詳細

巨大スクリーンの前で集合写真

結成式の様子

回収ごみ袋数

結果報告

実施場所

合計参加人数 

可燃ごみ袋 570 袋

119 袋

446 袋

1135 袋

不燃ごみ袋

PET ごみ袋 合計ごみ袋数 

ホンダビーチクリーン ～海と日本 PROJECT ～

実施日 5 月 30 日

洲本市大浜海水浴場

112 人

イベント詳細

HONDA のビーチクリーン専用バギーと集合写真

園児に紙芝居で説明している様子

回収ごみ袋数

結果報告

実施場所

合計参加人数 

可燃ごみ袋 82 袋

4 袋

6 袋

92 袋

不燃ごみ袋

PET ごみ袋 合計ごみ袋数 

ホンダビーチクリーンチームとごみ拾いを企画しま
した。洲本幼稚園の園児や一般募集で集まった地元
の方々とごみ拾いを行いました。洲本幼稚園の園児
には、ごみ拾いをする前に紙芝居を用いて海ごみ問
題について啓蒙しました。紙芝居にしたことで子ど
もたちでも海ごみについて学びやすかったように感
じました。

映画祭イベントと連携したため、家族での参加が多
くみられました。海洋ごみよりも、プラスチックカッ
プやペットボトルのキャップ、BBQの網などレジャー
シーンで発生するごみが多く見られ、お風呂の蓋（ふ
た）など、不法投棄で発生するようなごみも多く回
収されました。映画祭と連携して 2 日間開催いたし
ました。



連合兵庫淡路地域協議会清掃活動 ～海と日本 PROJECT ～

実施日 6 月 2 日

慶野松原海水浴場

260 人

イベント詳細

巨大スクリーンの前で集合写真

海岸に打ち上げられたごみを拾っている様子

回収ごみ袋数

結果報告

実施場所

合計参加人数 

可燃ごみ袋 150 袋

25 袋

25 袋

200 袋

不燃ごみ袋

PET ごみ袋 合計ごみ袋数 

連合兵庫淡路地域協議会に加盟する約 20 社の企業
の従業員とその家族の方々と一緒に清掃活動を実施
しました。淡路島の企業に海ごみ問題を知って頂き、
組織として望ましい行動は何かを考えてもらうきっ
かけとなりました。

西淡中学校清掃活動 ～海と日本 PROJECT ～

実施日 6 月 6 日

慶野松原海水浴場

254 人

イベント詳細

中学生全員で一斉ごみ拾い

校長先生の海ごみについての話を聞く中学生

回収ごみ袋数

結果報告

実施場所

合計参加人数 

可燃ごみ袋 204 袋

102 袋

68 袋

374 袋

不燃ごみ袋

PET ごみ袋 合計ごみ袋数 

西淡中学校は、毎年ごみ拾いを行っています。参加
者は昨年よりもごみが増えていると言っていました。 
全体的に、個人が出すようなペットボトルやプラス
チック製品もあったが、漁業で使用するような大型
ごみも多くありました。



根上がり隊 ～海と日本 清掃活動～

実施日 6 月 16 日

慶野松原海水浴場

16

イベント詳細

100 本近くのペットボトル

慶野松原を守る会の 「根上がり隊」 のみなさん

回収ごみ袋数

結果報告

実施場所

合計参加人数 

可燃ごみ袋 28 袋

23 袋

11 袋

62 袋

不燃ごみ袋

PET ごみ袋 合計ごみ袋数 

慶野松原を守るため毎月第 3日曜日に清掃をおこ
なっている団体です。非常にモチベーションが高く、 
1 時間一生懸命ごみ拾いしました。ごみの内容とし
ては、ペットボトルやプラスチック製品のごみが多
く、韓国語か中国語が記載されたペットボトルもい
くつかありました。

AWAJI BEACH YOGA ～海と日本 清掃活動～

実施日 6 月 8、22 日

慶野松原海水浴場

93 人（内 21 人が 6/8）

イベント詳細

広い範囲を積極的にごみを拾う参加者

ビーチヨガのみなさんと夕日の前で集合写真

回収ごみ袋数

結果報告

実施場所

合計参加人数 

可燃ごみ袋 53 袋

11 袋

9 袋

73 袋

不燃ごみ袋

PET ごみ袋 合計ごみ袋数 

海岸でヨガを体験できるイベント「淡路ビーチヨガ」
と連携しました。ヨガイベントの参加者ということ
で健康への意識が高く、海への健康にも関心を持っ
て頂き、積極的なごみ拾い活動ができました。ホー
ス状のごみがたくさん落ちていて、調べたところ牡
蠣の養殖に使用するプラスチック製のパイプだとい
うことが分かりました。マイクロプラスチックごみ
が海藻にたくさん絡まっていたことも印象的でした。



ジャパンビーチバレーボール南あわじ大会ビーチクリーン 

実施日 6 月 30 日

慶野松原海水浴場

296

イベント詳細

選手と観客みんなでごみ拾い

海ごみについて話をする南あわじ市長

回収ごみ袋数

結果報告

実施場所

合計参加人数 

可燃ごみ袋 296 袋

148 袋

148 袋

592 袋

不燃ごみ袋

PET ごみ袋 合計ごみ袋数 

南あわじ市の守本憲弘市長にお越し頂き、イベント
開催の挨拶と、海ごみについての話しをして頂きま
した。ビーチバレーの参加者は、ビーチに関わるス
ポーツマンとして海ごみについてしっかりと考えな
がら清掃活動していました。

 ～海と日本 清掃活動～阿万小学校少年少女スポーツ育成会

実施日 7 月 6 日

南あわじ市阿万海水浴場

91 人

イベント詳細

地元の海をキレイにして満足気な小学生

先生の海ごみについての話を真剣に聞く小学生

回収ごみ袋数

結果報告

実施場所

合計参加人数 

可燃ごみ袋 91 袋

12 袋

46 袋

149 袋

不燃ごみ袋

PET ごみ袋 合計ごみ袋数 

阿万小学校スポーツ少年少女として、 地域に感謝の気
持ちを表し、 小学生と保護者の方々が海水浴場とその
周辺の清掃に取り組みました。 阿万海水浴場は行政に
よって管理されている為、 一見キレイに見えますが、
風で飛ばされた細かなごみが周辺に散乱しており、 たく
さんのごみを回収しました。 ビニール袋の破片のような
ごみがたくさん飛ばされていました。

～海と日本 PROJECT ～



第 18 回 Kobe Love Port みなとまつり

実施日 7 月 14、15 日

メリケンパーク

2000 人

イベント詳細

神戸松蔭女子学院の学生がごみ拾い

友達とみんなで楽しくごみ拾い

回収ごみ袋数

結果報告

実施場所

合計参加人数 

可燃ごみ袋 448 袋

168 袋

284 袋

900 袋

不燃ごみ袋

PET ごみ袋 合計ごみ袋数 

みなとまつりにてメリケンパークのごみ拾い活動を行い
ました。 ごみ拾いへの参加を呼びかけ、 神戸松蔭女
子学院大学の生徒をはじめ多くの方々に参加頂きまし
た。 初日は雨が降る中、 子どもたちを中心に積極的な
清掃活動ができました。

カンパイ KOBE2019 ～海と日本 清掃活動～

実施日 8 月 3 日

みなとのもり公園

4000 人

イベント詳細

参加者全員で会場をキレイに

ステージ上から撮影した集合写真

回収ごみ袋数

結果報告

実施場所

合計参加人数 

可燃ごみ袋 1122 袋

338 袋

893 袋

2353 袋

不燃ごみ袋

PET ごみ袋 合計ごみ袋数 

カンパイ KOBE と連携し、 みなとのもり公園でごみ拾い
活動を行いました。 ステージ上から 「CHANGE FOR 
THE BLUE」 プロジェクトへの呼びかけや、 会場内の試
飲カップを環境にやさしい再生可能カップに変更したエ
コアクションを行い、 ごみ拾いだけではなく海洋ごみ問
題について関心を持ってもらう機会をつくりました。

 ～海と日本 清掃活動～



海ホタル放流会＆ビーチクリーン ～海と日本 PROJECT ～

実施日 8 月 10 日

慶野松原海水浴場

218

イベント詳細

夕日の前で参加者と集合写真

清掃後の海ホタルを放流する前の様子

回収ごみ袋数

結果報告

実施場所

合計参加人数 

可燃ごみ袋 72 袋

12 袋

28 袋

112 袋

不燃ごみ袋

PET ごみ袋 合計ごみ袋数 

海ホタルは、 キレイな海にしか生息できない生き物で
す。 毎年、 海ホタルを慶野松原で見ることができるよ
うに、 一人一人がキレイな海を保つための意識を持っ
て生活することが大事だと、 しっかり参加者に伝えるこ
とができました。 

仮面ライダー特別先行上映会 ～海と日本 清掃活動～

実施日 9 月 4 日

南あわじ市湊地区公民館

482 人

イベント詳細

ヒーローと一緒にごみ拾いをする子供達

仮面ライダーと一緒に集合写真

回収ごみ袋数

結果報告

実施場所

合計参加人数 

可燃ごみ袋 232 袋

122 袋

128 袋

482 袋

不燃ごみ袋

PET ごみ袋 合計ごみ袋数 

南あわじ市で、 仮面ライダー新作映画の特別先行上映会とご
み拾いを体験できるイベントを企画しました。 上映前に、 主
演の武田航平さんを含む 5 人の仮面ライダーに海洋ごみ問題
について話して頂き、 ごみ拾いをしてヒーローになることをコ
ンセプトに、 5 人の仮面ライダーと子どもたちが一緒にごみ拾
いをしました。 武田航平さん自身が実際に小さい頃からごみ
は絶対に捨てなかったというエピソードも話して頂き、 子ども
たちは 「ごみ拾い」 がヒーローになる第一歩だと意欲的にごみ
拾いを行っていました。



成果発表 ・ 報告会

事業期間中、随時報告会を開催いたしました。3月には 2019 年度の成果発表＆総括報告を
開催しました。それぞれの活動の参加者や回収ごみ袋の集計を行いました。

■ごみ拾い参加人数と回収ごみ袋数

■参加者の感想

■メディア露出

■良かった点・反省点まとめ



ごみ拾い参加人数と回収ごみ袋数

イベント数と参加人数

イベント数 

イベント数 

参加人数

イベント数 15 回

参加人数

イベント数 

海ごみゼロウィーク

6 回

3847 人

11022 人参加人数

参加人数

参加人数

回収ごみ袋数

可燃ゴミ袋 3348 袋

6524 袋

1084 袋

2092 袋

不燃ゴミ袋

PET ゴミ袋 

合計ゴミ袋数 

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

合計 15 回

1 回

2 回

3 回

6 回

3 回

11022 人

482 人

4218 人

2091 人

919 人

3312 人

5 月 6 月 7 月 8 月 9 月

可燃

PET

不燃

海ごみゼロウィーク期間中に多くのごみ拾いイベ

ントを開催できました。

熱中症対策をするためにも秋頃のイベントを今後

検討していこうと思っています。

今まで可燃ごみと不燃ごみの 2 つに分類していました

が、PET ごみの分類を入れると意外と量が多いことに

気づきました。海洋ごみ問題の深刻さがうかがえます。



参加者の感想 （実施前後アンケート、 インタビュー結果） 一部抜粋

■うみぞら映画祭 2019（参加者親子）
　うみぞら映画祭に子供と一緒に行った際に、子供と一緒に清掃活動をしました。自分でキ
　レイにした会場で映画 を観れて良い思い出になりました。
■ホンダビーチクリーン（幼稚園教員）
　洲本幼稚園の園児のみんなに、海ごみについて紙芝居の読み聞かせをして頂き、その後近 
　くの海水浴場を園児と一緒に清掃活動をしました。園児のみんなは海をキレイにすること
　について興味を持って楽しんでいました。また、ホンダのビーチクリーン占用のバギーを
　使ってビーチをキレイにしていくホンダのスタッフを観て喜んでいました。
■連合兵庫淡路地域協議会清掃活動（参加者企業）
　社員全員で参加しました。普段コミュニケーションをとらない社員とも話しながらごみ拾
　いが出来て社員の団結力を高める良い機械になりました。
■西淡中学校清掃活動（中学校生徒）
　毎年、学校の近くのこの慶野松原海水浴場を掃除しています。ここには小さいものから大
　きいものまでいろんなごみが流れつきます。友達とどっちがたくさんごみを多く拾えるか
　競ったりして楽しみながらごみ拾いしました。今年は昨年よりもごみが多いような気がし
　ました。 
■AWAJI BEACH YOGA（参加者）
　海沿いで夕日を見ながらヨガが出来るこのイベントが大好きで、毎回参加しています。今
　回は、いつもヨガをさせてもらっているこの会場をキレイに出来て嬉しかったです。 
■根上がり隊（隊員）
　毎月第 3日曜日の午前中に、慶野松原公園を守る為に清掃活動を実施しています。拾った
　ペットボトルの数を数えています。今回は、100 個近くのペットボトルが拾えました。中
　には海外から流れついたものもありました。
■ジャパンビーチバレーボール南あわじ大会ビーチクリーン（参加者選手）
　試合の前に、会場のごみ拾いをすることで気持ちよく試合をすることが出来ました。あま
　り意識していなかったけれど、いろんなごみが落ちていることを知りました。ビーチバレ
　ー ボールはキレイなビーチあってこそのイベントなので、日ごろから意識していこうと思
　いました。
■阿万小学校少年少女スポーツ育成会（参加者親子）
　近所に住んでいて、よく子供と遊びに来るこの阿万海水浴場を子供と一緒にキレイに出来
　てよかったです。これからは、遊びに来たときも海をキレイにすることを意識しようと思
　いました。



メディア露出

■第 18 回 Kobe Love Port みなとまつり（参加者）
　ごみ拾いをしてみて、飲食あとのごみが色々な所に落ちていることに気づきました。自分
　もイベントに参加した時、楽しさで置き忘れたごみなどがあったかもしれないと思いまし
　た。これからは自分事としてとらえ、しっかりごみはゴミ箱へ捨てるように意識しようと
　思いました。 
■カンパイ KOBE2019（参加者）
　カンパイ KOBE は、毎年楽しみに参加しているイベントです。ごみ拾いに参加して会場を
　キレイにすることで、よりイベントを楽しむことが出来ました。また「海のごみの 8割は、
　街からきているという事実」を知って普段から意識して生活しようと思いました。
■海ホタル放流会＆ビーチクリーン（参加者）
　海ホタルはキレイな海にしか生息しないということを知りました。しかし、結構ごみが落
　ちていました。毎年海ホタルが見れる海であってほしいので、これからは積極的にごみ拾 
　いに参加しようと思います。 
■仮面ライダー特別先行上映会（参加者親子）
　仮面ライダーは子供が大好きで、今回淡路島で上映会があると知って参加させてもらいま
　した。ヒーローと一緒にごみ拾いが出来て子供も楽しそうでした。主演の武田さんもごみ
　を捨てたことが無いという話を聞いて、子供もこれをきっかけに地球に優しい子に育って
　くれると嬉しいです。

　

eo 光テレビ サンテレビ 淡路さんさんネット

うみぞら映画祭 2019 カンパイ KOBE 2019
仮面ライダー

特別先行上映会

2019 年 7 月 2 日

11:00 ～ 12:00 内で放送

2019 年 8 月 3 日

19:00 ～ 20:54 内で放送

2019 年 9 月 12 日

16:30 ～ 16:40

内 10 分間 放送



良かった点 ・ 反省点まとめ

【運営について】

【啓蒙について】

【参加人数について】

【海ごみについて】

■ 小さいイベント 1 つ 1 つの規模を大きくしていけるように、SNS を活用した事前告知、

　 サンテレビや地元のメディア露出など、積極的に取り組みを考える。

■ 前述の秋頃開催について、連携出来そうなビックイベントが無いか情報を集める。

■ 自治体の協力を強めることで、地域住民の参加者を増やす。

■ 火ばさみや軍手の提供をより充実させることで、参加しやすくする。

■ 紙芝居や絵本での啓蒙が、子供たちにも分かりやすく好評だった。

■ 「ビーチバレー」「ビーチヨガ」「海ホタル放流会」など海に関心が強いイベントと連携

　 することで、質の高い啓蒙につながった。

■ 「南あわじ市長」「校長先生」「芸能人」など影響力のある人からの啓蒙が参加者に強く

　 響いた。

■ ポスターやグッズによってイベント参加者以外のたくさんの人にも啓蒙する。

■ 「海ごみゼロウィーク」期間内のイベントを増やして「海ごみゼロウィーク」は海をキ

　 レイにする週間と認識してもらえるよう取組む。

■ 海ごみにはたくさんの種類があり、分別の仕方が分からないものがあったので、写真を

　 撮って送れば教えてもらえる仕組みなど、しっかり分別出来る方法を考える。

■ ごみが多い所では、一瞬でゴミ袋がいっぱいになってしまったので、大小 2 種類のゴミ

　 袋が出来ないか検討する。

■ 「ごみステーション」を設置したイベントが、ゴミ袋の配布から回収までの流れがスム

　 ーズだったので、各イベントごとに簡易に設置できる「ごみステーション」を考える。

■ イベントの記録を写真で行ったが、写真では伝わりにくい所もあったので、出来るだけ

　 映像でも記録していけるようにする。

■ 牡蠣の養殖に使用する道具や浮きなど

　 漁業に関わるゴミが多かった。

■ ペットボトルやトレイなどプラスチッ

　 ク制のごみが多かった。 

■ 海外から流れついたごみや BBQ で使用

　 する網など、レジャー関係のもあった。

牡蠣の養殖に使用する道具 漁業で使用する浮き

プラスチックトレイ

中国のペットボトル BBQ の網


